
無料プリント

国語「古文」　第2章．連用形接続の助動詞②

1 つ 【解答】　 (1)、 (2)は左の活用表を参照。

　　 (3)　参上した ＜古文＞ 昨日なむ都のはまうで来つる
＜現代文＞ 昨日都に参上した

【主な意味と用法】　

　　　・   完了 なよ竹のかぐや姫とつけつ
 「～た」 （なよ竹のかぐや姫と名付けた）

　　　・   強意 とまれかうまれ、とく破りてむ
 「～してしまおう」 （とにもかくにも、はやく破ってしまおう）

2 ぬ 【解答】　 (4)、 (5)は左の活用表を参照。

　　 (6)　続いた ＜古文＞ 金ある竹を見つくることかさなりぬ
＜現代文＞ 金の入った竹を見つけることが続いた

【主な意味と用法】　

　　　・   完了 ほどなく湯にぞなりにける
 「～た」 （すぐに湯になってしまった）

　　　・   強意 船に乗りなむとす
 「きっと～」 （船にきっと乗ろうとする）

【 アプリ版のご紹介 】 古文・漢文 【 オマケの一題 】

　中学社会　地理・歴史・公民

　駿河の今川義元を桶狭間の戦いで破り、勢力を伸ばした人物は？
　(A) 徳川家光　(B) 毛利元就　(C) 真田幸村　(D) 織田信長

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答と解説

古文・漢文を学習中の中学生、高校生必見！定期試験とセンター試験に頻出
の「古文単語」「古典文法」「漢文」を、完全に無料で学べるアプリが登場！！
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